
第２回会議 次 第

令和６年６月２５日(火） 第３会議室
午前１０時～１０時４５分

１ 開 会

２ 議 事

・ これまでの取組内容等について

３ 市長（リーダー）総括

４ 閉 会
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いわき駅前火災対応タスクフォース
タスクフォース
ホームページ



タスクフォース（ＴＦ）の概要等

メンバー

市長 リーダー

副市長（安藤副市長） サブリーダー

市役所関係部署
産業振興部（事務局）、土木部、消防本部

生活環境部（アドバイザー）

産業界（オブザーバ）
いわき商工会議所

福島県中小企業家同友会いわき支部（アラート対応研究グループ）

目 的

構 成

いわき駅前中心市街地の賑わい創出の歩みを止めない！
いわき駅前中心市街地では、官民一体となって、ハード・ソフトの両面から賑わい創出

に向けて取り組んでいる。そのため、火災による影響を低減するため、スピード感を

持って課題解決に必要な対応策を検討・実施する。

焼損１３棟（全焼５棟、半焼２棟、部分焼５棟、ぼや１棟）

り災テナント７９（損害のあったテナント４４）／り災証明書（6/24現在）申請43件、交付43件
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新規



第1回
会議の
概要

メンバー間の情報共有・連携を深めながら、以下のような
課題の解決方策実施にあたっての検討事項について、官民で対応等を検討する

課題とその解決の方向性 解決方策実施にあたっての検討事項

【当面の課題】

賑わい創出への影響を

低減する

歩行者の安全確保と

周辺店舗への影響低減

（バリケード等の設置）

バリケード等の設置（市道上のがれきを必要

最小限で移動することを含む）について、が

れきの所有者（ビルオーナー等）に了解いた

だくことが必要。

設置準備（作業環境の整備、資材手配等）が

必要。

【中長期的課題】

賑わい創出への影響を

なくす

がれき撤去による

市道の通行止め解除や

更地化・事業再建

がれきの所有者が主体となって処理すること

について、所有者間の合意形成が必要。

上記を迅速化させる方策の検討が必要（所有

者間の連携促進、手続き見える化、民間によ

る募金やクラウドファンディングなど）。

(6/4
開催)
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検討する課題

市道の規制解除

事業再建

がれきの撤去

※検討課題の全体像イメージ

【課題等】
【対応方策等】

安
全
対
策
実
施

（
バ
リ
ケ
ー
ド
等
）

市
道
上
が
れ
き
撤
去

別な場所での事業再建（テナント等）

現在地
での

事業再建

所有者への
周知等

設置準備等

市
道
規
制
解
除

敷地内
がれき
撤去

パンフレット作成・配布
商工団体等橋渡し等

法的規制等情報収集

民間支援プロジェクト
情報等収集

状況確認

所有者への
働きかけ等

民間支援プロジェクトの活用促進
（衛生対策、募金・クラウドファンディング、
撤去作業支援等）

商工団体、金融機関、
関連事業者等聞き取り

影響を低減する（当面の課題） 影響をなくす（中長期的な課題）

現在
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ヒアリングを行った関係機関・団体等（一例）

ビル所有者への郵送文
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参考 これまでの取組（例）

ヒアリング目的・対象等（り災証明申請時の状況確認等も含む）

状況確認
（今後の対応、賑わい創出
への影響、再建支援等）

ビルオーナー

商工会議所、商店会連合会

信用保証協会、金融機関

中心市街地活性化協議会

法的規制等情報収集

不動産業者・不動産関連団体

損害保険会社

廃棄物処理業者・解体業者

廃棄物関連法令所管部署

民間支援プロジェクト
情報等収集

チャリティイベント企画者

募金企画者（ＮＰＯ）

福島県中小企業家同友会いわき支部
（アラート対応研究会）
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バリケード等の設置参考 これまでの取組（例）



バリケード設置

当面の課題である
歩行者の安全確保・

周辺店舗への影響低減対策 次は

『がれきの撤去』

その先に

市道規制解除や

現在地での事業再建

法的規制や保険手続きの存在

相応の時間と労力が必要といった実情を改めて確認

がれきは火災廃棄物として産業廃棄物に関

する法令に基づく様々な制約の中で対応

（収集・運搬・処理の業と許可、燃え殻に関

する許可、重金属有無確認など）

保険会社の調査や保険会社間の調整が必要

複数の所有者が有する建物が焼失

撤去は一体的に行わざるを得ない状況

（オーナーや保険会社の方々の共通見解）

オーナーが一堂に会することや、行政が関

わることは現実的に難しい

ヒアリング等により

状況把握

不動産業者

損害保険会社

廃棄物処理業者

廃掃法所管部署

ビルオーナー 等

一方で
再建に向けた動き 再生を応援する動き

撤去や再利用の意向 募金やチャリティイベント 産業界からの幅広い協力の提案 など

検討する課題 ※今後の具体的な取組イメージ
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このほか、七夕まつりなど、賑わい創出の行事への影響を抑えるための取組を適宜、検討・実施。

今後のタスクフォースの取組

～官民連携で「何ができるか」「どのように後押しするか」の知恵を出し合う～

所有者への働きかけ 支援プロジェクトの活用促進

＝オーナーの方々とお話する機会などを通じて＝

合意形成の重要性

迅速な対応のお願い

情報提供

法的規制対応等に
関する助言

地域を思う
支援の動き

＝応援を提案されている方々の輪を広げながら＝

周辺の衛生対策

資金的な後押し

撤去作業支援

（クラファン
など）

（臭気対策
など）

（許可業者の
手伝いなど）
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